
町
役
場
職
員
の
異
動
に
つ
い
て

�
課
　
長

【
昇
任
】

　
文
化
振
興
局
長
　
三
浦
茂
（
水
道
課
課
長
補
佐
）

【
配
置
換
】

　
水
道
課
長
　
　
　
小
佐
野
文
雄
（
保
険
課
長
）
　

　
税
務
課
長
　
　
　
渡
辺
武
博
（
水
道
課
長
）
　

　
保
険
課
長
　
　
　
梶
原
和
幸
（
総
合
窓
口
課
長
）
　

　
総
合
窓
口
課
長
　
外
川
信
夫
（
税
務
課
長
）

課
長
補
佐

【
昇
任
】

　
環
境
課
課
長
補
佐
　
三
浦
信
久
（
環
境
課
生
活
環
境
係
長
）

　
足
和
田
出
張
所
課
長
補
佐
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
邦
武
（
足
和
田
出
張
所
係
長
）

　
保
険
課
課
長
補
佐
　
渡
辺
喜
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
課
国
保
・
老
人
保
健
係
長
）

　
農
林
課
課
長
補
佐
　
小
林
賢
治
（
農
業
委
員
会
係
長
）

　
健
康
増
進
課
課
長
補
佐
　
河
野
恵
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
長
）

　
企
画
課
課
長
補
佐
　
外
川
亮
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
企
画
課
地
域
再
生
拠
点
整
備
係
長
）

【
昇
任
・
配
置
換
】

　
農
林
課
課
長
補
佐
　
三
浦
孝
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
係
長
）

　
管
理
課
課
長
補
佐
　
古
屋
立
夫
（
企
画
課
企
画
調
整
係
長
）

　
税
務
課
課
長
補
佐
　
五
味
菊
広
（
総
務
課
総
務
係
長
）

　
総
務
課
課
長
補
佐
　
流
石
速
人
（
水
道
課
下
水
道
業
務
係
長
）

　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
課
長
補
佐
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
川
金
雄
（
水
道
課
上
水
道
業
務
係
長
）

【
配
置
換
】

　
保
険
課
課
長
補
佐
　
石
川
　
諭
（
税
務
課
課
長
補
佐
）
　

　
税
務
課
課
長
補
佐
　
小
林
次
仁
（
保
険
課
課
長
補
佐
）

係
　
長

【
昇
任
】

　
水
道
課
下
水
道
施
設
係
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
善
佐
久
（
水
道
課
下
水
道
施
設
係
）

　
建
設
課
建
設
係
長
　
流
石
国
男
（
建
設
課
建
設
係
）

【
配
置
換
】

　
総
合
窓
口
課
窓
口
係
長
　

　
　
　
　
古
谷
梅
子
（
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
長
）
　

　
税
務
課
住
民
税
係
長
　

　
　
　
　
外
川
裕
美
（
総
合
窓
口
課
窓
口
係
長
）
　

　
出
納
室
出
納
係
長
　

　
　
　
　
中
島
姫
子
（
総
合
窓
口
課
児
童
手
当
・
年
金
係
長
）
　

　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
長
　

　
　
　
　
渡
辺
智
子
（
出
納
室
出
納
係
長
）
　

　
水
道
課
上
水
道
業
務
係
長
　

　
　
　
　
梶
原
晃
吉
（
税
務
課
住
民
税
係
長
）
　

　
環
境
課
生
活
環
境
係
長
　

　
　
　
　
宮
下
秀
明
（
勝
山
出
張
所
係
長
）
　

　
観
光
課
い
や
し
の
里
係
長
　

　
　
　
　
中
村
孝
一
（
企
画
課
地
域
情
報
係
長
）
　

　
総
務
課
秘
書
係
長
　

　
　
　
　
松
浦
信
幸
（
福
祉
推
進
課
児
童
福
祉
係
長
）

　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
　

　
　
　
　
赤
池
和
文
（
総
務
課
財
政
係
長
）
　

　
管
理
課
地
域
係
長
　

　
　
　
　
渡
辺
幹
雄
（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
）
　

　
保
険
課
国
保
・
老
人
保
健
係
長
　

　
　
　
　
堀
内
　
淳
（
観
光
課
い
や
し
の
里
係
長
）

　
水
道
課
下
水
道
業
務
係
長
　

　
　
　
　
梶
原
　
浄
（
企
画
課
情
報
推
進
係
長
）
　

　
企
画
課
情
報
推
進
係
長
　

　
　
　
　
外
川
　
誠
（
税
務
課
収
納
第
二
係
長
）
　

　
企
画
課
企
画
調
整
係
長
　
相
沢
一
憲
（
管
理
課
地
域
係
長
）

　
企
画
課
地
域
情
報
係
長
　
山
中
一
敏
（
管
理
課
管
財
係
長
）

　
福
祉
推
進
課
児
童
福
祉
係
長
　

　
　
　
　
小
林
久
弥
（
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
係
長
）

　
水
道
課
下
水
道
施
設
係
長
　

　
　
　
　
三
浦
　
浩
（
環
境
課
生
活
環
境
係
長
）
　

副
主
幹
・
主
査
・
主
任
・
主
事

【
配
置
換
】

　
総
合
窓
口
課
　
　
梶
原
か
ね
子
（
保
険
課
国
保
・
老
人
保
健
係
）

　
保
険
課
　
　
　
　
三
浦
ま
す
子
（
足
和
田
出
張
所
）
　

　
健
康
増
進
課
　
　
北
野
幸
江
（
総
合
窓
口
課
窓
口
係
）
　

　
学
校
教
育
課
　
　
羽
田
牧
子
（
総
務
課
職
員
係
）

　
保
険
課
　
　
　
　
五
味
裕
子
（
生
涯
学
習
課
図
書
館
係
）
　

　
保
険
課
　
　
　
　
三
浦
千
雪
（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
）

　
総
合
窓
口
課
　
　
倉
澤
美
由
紀
（
保
険
課
介
護
保
険
係
）

　
税
務
課
　
　
　
　
萱
沼
千
鶴
子
（
健
康
増
進
課
在
宅
介
護
係
）

　
福
祉
推
進
課
　
　
相
沢
幸
治
（
管
理
課
防
災
係
）
　

　
建
設
課
　
　
　
　
堀
内
　
進
（
観
光
課
観
光
係
）
　

　
農
林
課
　
　
　
　
朝
比
奈
伸
次
（
建
設
課
用
地
係
）
　

　
管
理
課
　
　
　
　
渡
辺
敏
史
（
税
務
課
住
民
税
係
）

　
企
画
課
　
　
　
　
渡
辺
大
介
（
内
閣
府
）
　

　
生
涯
学
習
課
　
　
佐
藤
　
恵
（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
）

　
都
市
整
備
課
　
　
渡
辺
　
誠
（
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
）

　
生
涯
学
習
課
　
　
当
田
志
帆
（
農
林
課
畜
産
係
）
　

　
観
光
課
　
　
　
　
中
村
晃
士
（
総
合
窓
口
課
戸
籍
係
）

　
総
務
課
　
　
　
　
倉
澤
　
梢
（
文
化
振
興
局
文
化
振
興
係
）

　
船
津
保
育
所
　
　
渡
辺
か
な
江
（
小
立
保
育
所
）
　

　
こ
も
も
保
育
所
　
三
浦
滝
美
（
勝
山
保
育
所
）
　

　
こ
も
も
保
育
所
　
渡
辺
静
子
（
小
立
保
育
所
）
　

　
こ
も
も
保
育
所
　
宮
下
き
よ
み
（
船
津
保
育
所
）
　

　
小
立
保
育
所
　
　
渡
辺
ま
つ
よ
（
船
津
保
育
所
）
　

　
小
立
保
育
所
　
　
渡
辺
厚
子
（
精
進
・
本
栖
保
育
所
）
　

　
小
立
保
育
所
　
　
中
村
恵
子
（
こ
も
も
保
育
所
）
　

　
河
口
保
育
所
　
　
渡
辺
圭
子
（
こ
も
も
保
育
所
）

　
勝
山
保
育
所
　
　
流
石
た
か
江
（
河
口
保
育
所
）

　
勝
山
保
育
所
　
　
高
野
由
紀
子
（
こ
も
も
保
育
所
）

　
精
進
・
本
栖
保
育
所
　
三
浦
ひ
ろ
み
（
勝
山
保
育
所
）

　
こ
も
も
保
育
所
　
三
浦
正
江
（
足
和
田
保
育
所
）

【
派
遣
】

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
　
　
　
　
　
　
赤
池
道
済
（
福
祉
推
進
課
社
会
福
祉
係
）

【
採
用
】

　
観
光
課
　
　
　
渡
辺
和
樹
　

　
総
合
窓
口
課
　
堀
内
真
理
　

　
船
津
保
育
所
　
梶
原
え
り
か

【
退
職
】

　
塚
田
兼
二
（
文
化
振
興
局
長
）
　

　
橘
田
千
秋
（
農
林
課
課
長
補
佐
）
　

　
渡
辺
純
子
（
保
険
課
国
保
・
老
人
保
健
係
長
）
　

　
在
原
幸
子
（
勝
山
保
育
所
給
食
室
）
　

　
渡
辺
ス
ミ
子
（
こ
も
も
保
育
所
給
食
室
）

広
報
富
士
河
口
湖

　
８



父子家庭のお父さんを支援します
平成２１年度から父子家庭支援手当制度がはじまります

　父子家庭の生活の安定と自立の促進を図り、児童の健やかな成長に寄与することを目的とするものです。

　町に１年以上住所を有していて、次の支給要件のいずれかにあてはまる児童（１８歳に達する日以降の　

最初の３月３１日までの間にある者又は２０歳未満で一定の障がいの状態にある者）を監護している方。

〈支給要件〉

　　○ 父母が婚姻を解消した児童　　　　　　　　　○ 母が死亡した児童
　　○ 母が一定の障がいの状態にある児童　　　　　○ 母の生死が明らかでない児童

　　○ 母から引き続き１年以上遺棄されている児童　○ 母が引き続き１年以上拘禁されている児童

〈所得制限〉

　受給資格者又はその扶養義務者の前年（６月末日までは前々年）の所得が一定額以上であるときは、

　手当は支給されません。

・ 父子家庭支援手当受給資格認定申請書
・ 同意書
・ 印鑑
・ 通帳（郵便局を除く）

・ その他（ケースにより必要書類が異なりますので、詳しくはお問合せください。）

月額１０，０００円

個々のケースにより受給資格要件が異なりますので、詳しくは下記までお問合せください。

富士河口湖町役場　福祉推進課　児童福祉係　℡７２－６０２８

必要なもの

対象者

手当額

手続き・問合せ先

目　的

戦没者等のご遺族の皆様へ

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（第九回特別弔慰金）が支給されます。

（主な支給対象者）

　平成１７年４月１日から平成２１年３月３１日の間において、恩給法による公務扶助や戦傷病者戦没者遺

族等援護法による遺族年金等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）が亡くなるなどしたことにより、平成２１

年４月１日において前記年金給付の受給権がない場合、次の順番により先順位のご遺族お一人に特別弔慰金

が支給されます。

（支給内容）　額面２４万円、６年償還の記名国債

（請求期間）　平成２１年４月１日から平成２４年４月２日まで

（請求窓口）　町役場福祉推進課

戦没者等の死亡当時のご遺族で

１．平成２１年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方

２．戦没者等の子

３．戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹

　※戦没者等と生計関係を有していた方のうち平成２１年４月１日において婚姻していたとして　

　も氏が変わっていない方又は同日において遺族以外の方と養子縁組をしていない方に限ります。

４．上記３以外の戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹

　 ※戦没者と生計関係を有していない方や戦没者等と生計関係を有していたが上記３に該当しない方

５．上記１から４以外の戦没者等の三親等内の親族

　 ※戦没者の死亡まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

広
報
富
士
河
口
湖
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
合
窓
口
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

児
童
家
庭
相
談
の
お
知
ら
せ

足
和
田
地
区
の
区
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

＝
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！
＝

家
族
と
子
ど
も
の
幸
せ
の
た
め
に
応
援
し
ま
す

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
が
無
料
！

＝
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！
＝

広
報
富
士
河
口
湖

　
１０

　
平
成
21
年
４
月
１
日
に
新
区
長
へ
の
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
、
新
た
に
足
和
田
地
区
の
4
名
が
区
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
振
興
と
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
大
嵐
地
区
】
渡
辺
軍
治
　
【
長
浜
地
区
】
三
浦
太
久
美

　
【
西
湖
地
区
】
三
浦
宣
一
　
【
根
場
地
区
】
三
木
　
廣

　
輸
血
用
血
液
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
血
液
が
使

わ
れ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
な
皆
さ
ん
の
献
血
が

毎
日
必
要
で
す
。

■
日
時
・
場
所
　
６
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　 

午
前
10
時
～
12
時
　
足
和
田
出
張
所

　
　
　
　
　
　 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム

■
協
　
力
　
河
口
湖
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

※
輸
血
用
血
液
の
安
全
対
策
と
し
て

　
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
下
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン

入
力
に
よ
る
情
報
確
認
の
た
め
、
時
間
を
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
願
い
ま
す
。

■
児
童
手
当

　
児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
な

お
、
申
請
が
遅
れ
る
と
遅
れ
た
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

■
支
給
期
間
　
生
ま
れ
た
日
か
ら
の
翌

　
　
　
　
　
　
月
か
ら
、12
歳
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
最
初
の
3
月
ま
で
も
ら

　
　
　
　
　
　
え
ま
す
（
12
歳
到
達
後
最

　
　
　
　
　
　
初
の
年
年
度
末
ま
で
）

■
支
給
対
象
　
最
初
の
子
ど
も
か
ら
も
ら
え
ま
す
。

■
支
給
金
額
　
３
歳
未
満
　
一
律
１
万
円
（
月
額
）

　
　
　
　
　
　
３
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
最
初
の
子
ど
も
　
　
　
　
五
千
円
（
月
額
）

　
　
　
　
　
　
２
人
目
の
子
ど
も
　
　
　
五
千
円
（
月
額
）

　
　
　
　
　
　
３
人
目
以
降
の
子
ど
も
　
１
万
円
（
月
額
）

＊
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

＊
昨
年
所
得
制
限
で
支
給
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
５

　
月
中
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

＊
現
況
届
け
は
６
月
で
す
。

　
町
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
普

及
促
進
を
図
る
た
め
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
、
新
規
の

申
請
に
基
づ
く
住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
を
「
無
料
」
と
し

ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
写
真
　
１
枚
　
縦
４
・
５c

m
×
横
３
・
５c

m

無
帽
・
正
面
・

　
　
　
　
無
背
景
　
（
写
真
付
住
基
カ
ー
ド
希
望
者
の
み
）

○
本
人
確
認
書
類
　
免
許
証
又
は
パ
ス
ポ
ー
ト

　
あ
る
い
は
保
険
証
、
年
金
証
書
、
預
金
通
帳
な
ど
２
点

○
印
鑑

■
受
付
時
間
　
平
日
午
前
９
時
～
12
時
、
午
後
1
時
～
５
時

●
問
合
先
　
総
合
窓
口
課
　
℡
72
‐
１
１
１
４

※
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
は
公
的
身
分
証
明
書
と
し
て
利

　
用
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
後
の
高
齢
化
に
対
応
し
た
町
づ
く
り
に
向

け
て
、
少
し
で
も
高
齢
者
の
皆
様
が
暮
ら
し
や
す
い
町
に

し
て
い
く
た
め
に
、
安
全
に
よ
り
長
く
自
動
車
の
運
転
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
運
転
技
術
の
低
下
の
防
止
、
危
険
運
転
の
防
止
、
危
険
箇

所
の
発
見
、
安
全
運
転
の
知
識
の
習
得
を
目
的
に
年
４
回

開
催
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
１
回
目
で
す
。

■
日
　
時
　
５
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
　
所
　
町
役
場
１
階
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

■
対
　
象
　
高
齢
者
で
次
に
興
味
が
あ
る
方

　
○
交
通
安
全
　
○
認
知
症
予
防
　
○
実
践
ノ
ウ
ハ
ウ

■
定
　
員
　
30
名
　(

先
着
順)

●
問
合
先
　
福
祉
推
進
課
　
℡
72
‐
６
０
２
８

■
対
象
児
　
18
歳
未
満
の
子
ど
も
。

■
相
談
者
　
保
護
者
お
よ
び
近
親
者
。

　
　
　
　
　 

(

虐
待
相
談
に
つ
い
て
は
ど
な
た
で
も
‥)

■
内
　
容
　
～
こ
の
よ
う
な
相
談
に
応
じ
ま
す
～

　
　
　
　
　
・
子
ど
も
の
発
育
・
発
達
に
不
安
が
あ
る
。�

　
　
　
　
　
・
子
ど
も
の
子
育
て
方
法
が
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
・
子
育
て
す
る
の
が
大
変
。

　
　
　
　
　
・
子
ど
も
の
体
や
心
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　(

虐
待
の
お
そ
れ
や
疑
い
が
あ
る)

　
　
　
　
　
・
そ
の
他
、
子
ど
も
に
関
す
る
心
配
ご
と
が
あ
る
。

■
方
　
法
　
電
話
お
よ
び
必
要
時
面
接
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■
連
絡
先
　
福
祉
推
進
課
児
童
福
祉
係
　
℡
72-

６
０
２
８



社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

視
覚
障
害
者
の
た
め
の

　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
参
加
者
募
集

　
町
内
の
視
覚
障
害
者
を
対
象
に
、
今
年
度
も
、

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
音
声
で
確
認
し
な
が
ら
、
文
字
打

ち
や
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、パ
ソ
コ
ン
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
！

実
施
日
…
【
全
８
回
】（
毎
週
木
曜
日
）

　
５
月
２８
日
（
木
）
～
７
月
１６
日
（
木
）

　
実
施
時
間
…
午
前
９
時
３０
分
～
１２
時

　
実
施
場
所
…
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

　
対
象
者
…
町
内
の
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
、

　
　
　
　
　
視
覚
障
害
１
・
２
級
の
方

　
定
員
…
５
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

　
申
込
み
締
切
日
…
５
月
２１
日
（
木
）

　
視
覚
障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
時
に
パ
ソ

コ
ン
操
作
や
周
辺
機
器
の
使

い
方
な
ど
に
つ
い
て
、
お
手

伝
い
し
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
普
段
か
ら
使
用
し
て
い
る
方
で
、

障
害
者
支
援
に
熱
意
が
あ
る
方
、
お
待
ち
し
て

ま
す
。
５
月
２１
日
（
木
）
ま
で
に
、
町
社
協
へ
お

申
込
み
下
さ
い
。

　
問
合
わ
せ
は
、
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
（
電
話 

７２
‐
１
４
３
０
）

　
町
社
協
で
は
、
３
月
２６
日
（
木
）
、
勝
山
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交
流
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
社
協
役

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
関
係
者
２
０
０

名
余
が
参
加
。
町
社

協
や
福
祉
団
体
へ

金
品
（
５
万
円
以

上
）
の
寄
付
者
へ

の
感
謝
状
、
児
童
生

徒
の
福
祉
作
文
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
へ
の
賞
状
の
贈

呈
式
を
実
施
。

　
ま
た
、
講
師
に
健
康
科
学
大
学
の
渡
辺
裕
一

准
教
授
を
迎
え
、「
み
ん
な
の
力
が
地
域
の
力

～
安
心
の
地
域
づ
く
り
～
」
と
題
し
て
の
ご
講

演
を
拝
聴
し
、
参
加
者
一
同
、
今
後
の
町
づ
く
り

に
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
き

こ
え
に
く
い
、
き
こ
え
な
い
方
を
対
象
に
次
の

と
お
り
、
開
催
し
ま
す
。

実
施
日･･･

毎
月
第
３
日
曜
日
（
全
１２
回
）

　
（
８
月
が
第
４
日
曜
日
、
３
月
が
第
３
土
曜
日
）

時
　
間･･･

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
　
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
先･･･

　
　
　  

県
立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
電
　
話
）
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
６
０

　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
６
５

　

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

交
流
の
集
い
』
参
加
者
募
集

視
覚
障
害
者
の
た
め
の

　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
参
加
者
募
集

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

交
流
の
集
い
』
参
加
者
募
集

視
覚
障
害
者
の
た
め
の

　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
参
加
者
募
集

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

交
流
の
集
い
』
参
加
者
募
集

「
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

　
「
手
話
教
室
」
の
開
催
【
参
加
者
募
集
】

「
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

　
「
手
話
教
室
」
の
開
催
【
参
加
者
募
集
】

「
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

　
「
手
話
教
室
」
の
開
催
【
参
加
者
募
集
】

農業委員会の適正な事務実施についてご意見・ご要望を募集します。

平成２１年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）

　平成２１年度から農業委員会では、適正に事務を実施するための指針として、「目標及びその達成に向けた活動計画」を策

定することになりました。

　策定に向けては、事前に農業者や町民の皆さんからのご意見やご要望を踏まえた活動計画を策定していきたいと考えて

います。つきましては、下記の活動計画（案）をご覧いただいたうえで、電話・ファックス等にてご意見等をお寄せください。

（ご意見・ご要望の募集です。個別の回答はいたしませんのでご了承ください。）　　　　　　締切期日：平成２１年６月１日

１． 認定農業者等担い手の育成及び確保
　　（現状）農家数：６５０戸、認定農業者数：５５経営
　　（課題）経営改善に意欲を持って取り組む認定農業者の育成
　　（目標案）平成21年度は２経営増を目指す
　　（活動計画案）認定農業者候補者名簿作成（10月）、候補者意向調査（11月～）

２． 担い手への農地の利用集積
　　（現状）１３０．２ha
　　（課題）農地の有効利用促進に向け、担い手育成総合支援協議会を中心に担い手への農地集積の促進を図る
　　（目標案）平成21年度は２ha増の集積を目指す
　　（活動計画案）農地情報の収集、制度の周知等を実施（5月～）、利用調整・斡旋活動の実施（6月～）

３． 耕作放棄地の解消
　　（現状）耕作放棄地面積６４．８ha
　　（課題）所有者へのきめ細かい対応と意向の把握
　　（目標案）１０ha解消を目指す
　　（活動計画案）所有者意向調査（5月～）、農地パトロールの実施（4～11月）

４． 違反転用への適正な対応
　　（現状）件数：５件、面積：０．４ha
　　（目標案）違反転用防止のため農地パトロールを徹底し、違反転用が確認できた場合には早期に是正指導する
　　（活動計画案）農地パトロールの実施、違反転用の是正指導（4～11月）

５． 農地パトロール
　　（活動計画案）農地パトロールの実施（4～11月）

６． 農地情報の整備と共有化
　　（活動計画案）毎月の権利移動、転用等の許可状況の情報更新及び補正と航空写真利用等との整備、活用を図る

お問合せ先は、町役場農林課内、農業委員会までお願いします。　℡７２－１１１５　FAX７２－６０３８
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県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
立
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

鳴
沢
・
富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

五
月
三
十
一
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す

　
た
ば
こ
の
身
体
へ
の
影
響
を
ご
存
じ
で
す
か
。
た
ば
こ

＝
肺
ガ
ン
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
動
脈
硬
化
や
心
筋
梗

塞
、
生
活
習
慣
病
な
ど
様
々
な
疾
患
の
危
険
因
子
で
す
。

　
ま
た
、
妊
婦
で
は
、
流
産
や
低
体
重
児
出
産
な
ど
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
毎
年
五
月
三
十
一
日
を

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
と
定
め
て
、
喫
煙
し
な
い
こ
と
が
社
会

習
慣
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
所
で
は
、
た
ば
こ
対
策
と
し
て
、
次
の
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
①
た
ば
こ
と
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

　
②
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
の
禁
煙
・
分
煙
の
推
進

　
③
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
対
策

　
④
禁
煙
支
援

　
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
自
分
や
周
囲

の
人
た
ち
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先
　
健
康
支
援
課
　
℡
0
5
5
5-

24-

9
0
3
4

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
の
お
願
い

　
ド
ナ
ー
（
提
供
者
）
登
録
は
平
成
４
年
か
ら
始
ま
り
、
骨

髄
移
植
例
は
、
こ
れ
ま
で
に
１
０
２
５
３
例
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
骨
髄
の
型
の
適
合
率
は
数
百
か
ら
数
万
分
の
１
で
非
常

に
少
な
く
、ま
た
登
録
さ
れ
た
型
が
合
っ
て
も
意
志
確
認
や

健
康
状
況
等
に
よ
り
必
ず
し
も
移
植
が
行
わ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
移
植
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め

に
、一
人
で
も
多
く
の
ド
ナ
ー
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。　

　
ド
ナ
ー
登
録
は
、
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
に
来
所

し
て
い
た
だ
き
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
説
明
と
意
志
確
認
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
登
録
を
承
諾
さ
れ
た
場
合
は
、
２
㏄
の
採

血
を
し
て
い
た
だ
き
30
分
程
度
で
終
了
し
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に
は
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
人

　
・
年
令
が
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
健
康
な
人

　
・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
理
解
し
た
人

　
・
体
重
が
男
性
45
�
・
女
性
40
�
以
上
の
人

※
ま
た
、
関
心
や
質
問
が
あ
る
方
に
つ
い
て
も
連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
せ
・
登
録
受
付
先

　
　
　
地
域
保
健
課
　
℡
0
5
5
5-

24-

9
0
3
5

調
理
師
試
験
の
お
知
ら
せ

○
願
書
の
配
布
　
５
月
１
日
（
金
）
か
ら

○
願
書
の
受
付
　
５
月
18
日
（
月
）
か
ら
５
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

＊
願
書
の
配
布
及
び
受
付
に
つ
い
て
は
、
富
士
・
東
部
保
健

　
福
祉
事
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

○
試
験
日
時
　
７
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
３
時

　
　
　
　
　
　
（
集
合 

12
時
30
分
）

○
試
験
会
場

　
山
梨
学
院
大
学
（
甲
府
市
酒
折
二
丁
目
４
―
５
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
５-

24-

９
０
３
４

１
月
６
日
、
県
立
美
術
館
に
【
ミ
レ
ー
館
】
が
誕
生 

　
Ｊ
・
Ｆ
・
ミ
レ
ー
の
代
表
作
『
種
を
ま
く
人
』
や
、
新
た
に

『
眠
れ
る
お
針
子
』ほ
か
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
作
品
も
加
わ
り
、

装
い
も
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

■
詳
し
く
は
こ
ち
ら 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
r
t
m
u
s
e
u
m
.
p
r
e
f
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
.
j
p
/
c
o
n
t
e

n
t
s
/
i
n
d
e
x
.
p
h
p
?
o
p
t
i
o
n
=
c
o
m
_
f
r
o
n
t
p
a
g
e
&
I
t
e
m
i
d
=
1

障
害
者
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
章
交
付
対
象
の

拡
大
に
つ
い
て

　
山
梨
県
警
察
で
は
障
害
者
等
を
対
象
に
駐
車
禁
止
除
外

指
定
車
標
章
の
交
付
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
公
安
委
員
会
の
指
定
し
た
駐
車
禁
止
場
所(

一

部
を
除
く)

」
に
お
い
て
一
時
的
な
駐
車
を
許
可
す
る
も
の

で
す
が
、
平
成
21
年
4
月
1
日
よ
り
「
下
肢
不
自
由
」
の
障

害
を
有
す
る
方
に
つ
き
ま
し
て
、
交
付
基
準
を
次
の
と
お

り
改
正
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
改
正
前
　
下
肢
不
自
由
　
1
級
、2
級
及
び
3
級
の
一
部

●
改
正
後
　
下
肢
不
自
由
　
1
級
か
ら
4
級

　
申
請
は
、
警
察
本
部
交
通
規
制
課
も
し
く
は
各
警
察
署

の
窓
口
に
て
お
取
り
扱
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
山
梨
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
規
制
課

　
　
　
　
　
　
規
制
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
（
２
３
５
）
２
１
２
１

入
山
鑑
札
料
金
が
４
月
１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

○
組
合
管
理
地
内
全
域
で
採
取
可
能
な
物
件
と
料
金

　
・「
き
の
こ
」
１
０
０
０
円

　
　
（
入
会
住
民
以
外
の
者
２
０
０
０
円
）

　
・「
ス
ズ
竹
」
、「
コ
ケ
モ
モ
」
、「
オ
ニ
ク
」 

各
１
０
０
０
円

○
組
合
管
理
地
内
部
分
林
等
で
採
取
可
能
な
物
件
と
料
金

　
・「
小
柴
」
、「
粗
朶(

そ
だ)

」
、「
下
草
」
、「
落
葉
」
、「
樹
身
・

　
山
菜
」
　
各
１
０
０
０
円

　
こ
れ
ら
の
産
物
採
取
を
業
と
す
る
人
は
、
通
常
料
金
の

　
10
倍
で
す
。

　
＊
採
取
期
間
が
あ
り
ま
す

　
＊
「
コ
ケ
モ
モ
・
オ
ニ
ク
」
は
当
組
合
入
会
住
民
以
外
の

　
　
者
は
採
取
で
き
ま
せ
ん
。
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労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
＊
入
会
住
民
と
は
、
当
組
合
を
構
成
す
る
鳴
沢
村
、
富
士

　
　
河
口
湖
町
（
大
嵐
地
区
、
勝
山
地
区
、
小
立
地
区
、
船
津

　
　
地
区
）
在
住
者
で
す
。

■
入
山
鑑
札
交
付
場
所

　
富
士
河
口
湖
町
役
場
、
勝
山
出
張
所
、
鳴
沢
村
役
場
、
富

士
北
麓
森
林
組
合
、
鳴
沢
・
富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産
保

護
組
合

■
問
合
先
　
鳴
沢
・
富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合

　
　
　
　
　
　
℡
85
‐
２
０
１
３

＝
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
＝

労
働
保
険
年
度
更
新
の
申
告
・
納
付
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　
～
６
月
１
か
ら
７
月
１０
日
ま
で
に
～

　
平
成
21
年
度
か
ら
、
労
働
保
険
・
一
般
拠
出
金
の
年
度
更

新
手
続
は
６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
の
間
に
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
年
度
更
新
申
告
書
の
発
送
は
５
月
末
、
説
明
会
は
６
月

上
旬
、
申
告
書
受
理
相
談
会
は
６
月
中
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。（
日
程
等
は
、
申
告
書
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
）

　
な
お
、
説
明
会
は
社
会
保
険
事
務
説
明
会
と
共
同
で
開

催
し
ま
す
。
労
働
保
険
料
等
の
算
定
期
間(

年
度)

に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
度
更
新
の
時
期
が
社
会
保
険
の
算
定

基
礎
届
の
提
出
時
期
と
重
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
準

備
の
上
、
法
定
期
限
内
に
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
申

告・
納
付
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先

　
　
山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
　

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
5-

2
8
5
2

　
　
都
留
労
働
基
準
監
督
署
　

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

4
3-

2
1
9
5

　ＮＥＸＣＯ中日本では、お客様が安全で快適にご利用いただけるよう日々維持・点検を行っております。この

たび、東富士五湖道路山中湖IC～須走ICの区間を昼夜間通行止めにして舗装の傷みの補修及びトンネル設備

の点検を行います。ご迷惑をおかけしますが更なる安全性の向上のためにもご理解とご協力をお願いします。

なお、工事に伴い国道１３８号線および周辺道路では混雑が予測されますがご理解とご協力をお願いします。詳

しくは下図をご覧ください。
日程　平成２１年６月１日（月）午後７時～６月３日（水）午前７時（３６時間）

予備　平成２１年６月３日（水）～６月５日（金）�

区間　東富士五湖道路山中湖IC～須走IC　９.６ｋｍの区間

R１３８

R１３８

R１３８

R１３８

山中湖I.C北山中湖I.C北

山中湖西

明神前

山中湖役場 旭日丘

籠坂トンネル

山中湖

須走I.C

須走

須走I.C

須走I.C
須走I.C
料金所

須走

須走

御殿場方面

迂回路

東富士五湖道路

富士吉田I.C方面

山中湖I.C

通行止め区間

須走I.C料金所

東富士五湖道路(山中湖ＩＣ～須走ＩＣ）昼夜間通行止めのお知らせ
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みんなの生涯学習みんなの生涯学習みんなの生涯学習
みなさんのやる気を

応援します!

わが子に何かやらせたいんだけれど、何が好きなのかよくわからない！
この時期から専門的にやるのはどうかなぁ？いろいろなことを経験させたいなぁ
というご父兄の皆さん！ぜひお申し込み下さい。

わが子の踊る姿ってかわいい～♪お母さんだって負けないわよ！

内　容　レクリエーションスポーツ、体操、サッカー、陸上など。
期　日　６月２３日より１１月２４日のうち１９回　毎週火曜日
時　間　午後６時～７時
場　所　富士河口湖町町民体育館・町民運動場
対　象　年長さんから小学校３年生まで
定　員　３０名（先着順）
持ち物　水分・タオル・上履き・着替え
参加料　４，０００円（全１９回分)
保険料　５００円

期　日　６月４日・１１日・１８日・２５日　

　　　　毎週木曜日 全４回

時　間　午後４時～５時

場　所　富士河口湖町子ども未来創造館音楽スタジオ

対　象　町内在住の年中さんから小学校１年生と保護者

定　員　２０組（先着順）

持ち物　水分・タオル

参加料　１組　２，０００円

　　　　　  （全４回分）

保険料　１組　　２００円

クラブ富士山主催事業クラブ富士山主催事業クラブ富士山主催事業
子 ど も コ ー ス

親 子 コ ー ス

【なんでも体験スクール】【なんでも体験スクール】【なんでも体験スクール】

【親子はじめてフラダンス教室】【親子はじめてフラダンス教室】【親子はじめてフラダンス教室】
【受付期間】

　５月２５日（月）から２９日（金）

　午前９時から午後５時まで

【申込み】

　町民体育館窓口にて参加料・保険

　料を添えてお申し込みください。

【問合せ先】

　クラブ富士山事務局

　町民体育館内　電話７３－１２２０

クラブ富士山主催事業

富士河口湖町教育センターより

お子さんに関する悩み相談を受け付けますお子さんに関する悩み相談を受け付けますお子さんに関する悩み相談を受け付けます
相談員：山口真澄・小林真弓

電話：０５５５－８３－３０２２

携帯電話：０９０－４３７０－２６１５

E-mail：ed-center@docomo.ne.jp

          ed-center@kawaguchiko.ne.jp

● 相談時間は調整することができます。お気軽にどうぞ。

お問合せ・お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】 お問合せ・お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

女性なんでも相談女性なんでも相談女性なんでも相談

5月27日、6月10日、6月24日

午後１時３０分～（毎月第2第4土曜日）

中央公民館　第2会議室

☆育児・心の悩み・身体の事など。お気軽にご相談下さい。
　予約制です。下記までお申込み下さい。

今月の相談日

川辺先生の教育相談川辺先生の教育相談川辺先生の教育相談
（新津小児科「親と子の相談室」カウンセラー）

＊ 相談希望者は予約が必要です。

　生涯学習課までご連絡ください。

＊ 相談内容、個人情報等は一切厳守いたします。

5月30日、7月25日
（いずれも土曜日）

午後１時３０分～４時３０分

中央公民館

幼児から中学生までの子と保護者

日　時

場　所

対　象

個別相談

…………………………………………………………………………………………………………………………………

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

期　日　５月２６日・２９日
　　　　６月 ２日・  ５日・  ９日・１２日
　　　　　  １６日・１９日　
　　　　毎週火・金曜日　全８回
時　間　午後８時～９時
場　所　ネクサスジム
対　象　成人男女
定　員　２０名（先着順）
持ち物　水分、タオル
参加料　４,２００円
　　　　（全８回分・保険料含む）
講　師　ネクサスジム

あなたのウエスト大丈夫ですか？
今年の夏に向けてシェイプアップ！

脱メタボ教室
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みんなの教育委員会
生涯学習課
TEL 72-6053
 FAX 73-1358

それいけ!それいけ!それいけ!

ことばのコミュニケーション！お隣の国「韓国」を身近に感じてみよう。
国際･異文化交流の輪を広げてみませんか。

大豆の種まきからかり入れまでを親子一緒に体験！
すくすく育つ大豆の成長がとっても楽しみ♪

【日　時】平成２１年６月３日～平成２１年９月９日の毎週水曜日（全１５回）
【時　間】午後７時３０分から午後９時００分
【場　所】富士河口湖町中央公民館
【費　用】５，５２０円（テキスト代　２，５２０円、　受講料　３，０００円）

【定　員】２０名（定員になり次第締切）
【講　師】呉　辰慶（オー チンキャン）先生
【締切日】５月３０日

内　容：自然散策・自然体験あそび（歩く・触れる等、季節に

　　　 適した五感を刺激する体験）親子ふれあいゲーム、

          読み聞かせ等

日　程： ５／３０（土）：河口浅間神社

対　象：１歳８ヶ月～３歳までの親子１５組

時　間：１０時～１２時　現地集合解散（雨天決行）

服　装：長袖・長ズボン・歩きやすい靴。帽子

　　　（雨天時：カッパ・長靴）

持ち物：水分補給できる物・タオル・着替え（必要な場合）

参加費：１組３００円（１回）（保険料・あそびの材料費）

お申込み・お問合せ生涯学習課【℡７２－６０５３】

お申込み・お問合せ：生涯学習課【℡７２－６０５３】

中央公民館パソコン教室中央公民館パソコン教室

＊ 受講料は平日講座2000円(3日間)、休日講座3000円(2日間)です。2名以上で講座を開催します。
＊ 前日・当日のお申込みは受け付けません。お早めにお申込みください。
＊ 夜の部は、自分のパソコンを持参しても大丈夫です。（インターネット入門コース以外）

パソコン入門(昼)

パソコン入門(夜)

ワード入門(昼)

ワード入門(夜)

エクセル入門(昼)

エクセル入門(夜)

インターネット入門

ワードレベルアップ

データベース入門

6月  2日(火)～ 6日(木)　午後1時30分～3時30分

6月  2日(火)～ 6日(木)　午後7時～9時

6月  9日(火)～11日(木)　午後1時30分～3時30分 

6月  9日(火)～11日(木)　午後7時～9時

6月 16日(火)～ 18日(木) 午後1時30分～3時30分 

6月 16日(火)～ 18日(木) 午後7時～9時

6月 23日(火)～ 25日(木) 午後1時30分～3時30

6月 23日(火)～ 25日(木) 午後7時～9時

6月  6日(土)・ 7日(日)　 午後1時～4時 

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

NO コース 日　　　　　程 内　　容

パソコンの基本的な操作を

　　　　　　　　　身につけましょう。

ワードを使って読みやすい文書を

　　　　　　　　　　　作りましょう。

エクセルを使って表計算をしてみましょう。

メールやネットを活用をしてみましょう。

ワード入門受講者におすすめ！

ちょっと難しいアクセスに挑戦！休日

しゃべってみよう！韓国語（夜の部)しゃべってみよう！韓国語（夜の部)しゃべってみよう！韓国語（夜の部)国際交流協会主催事業

習ったことのあるかたも初心者も大歓迎！楽しみながら韓国語を学びましょう。

大自然のパワーを吸収！
心に・体に素敵な時間を過ごしてみませんか♪

あ そ び の 森あ そ び の 森あ そ び の 森
～しぜん･季節・あそび～

日　時：５月２４日(日)・６月２１日(日)・７月１９日(日)

　　　 ８月２３日(日)・１０月２５日(日)午前１０時～１２時

場　所：美花里自然教室農場(富士ビューホテル道沿い)

　　　 雨天時は勝山ふれあいセンター

対　象：６歳～小学５年生の親子１０組

　　　（必ず親子で参加して下さい。）

参加費：1回１人５００円(保険料・教材費込み)

持ち物：マイカップ(紙コップ等の使い捨て容器でないもの)

　　　 汚れてもよい服装

講　師：流石皇甫先生(美花里自然教室　食育指導士)

お申込み・お問合せ生涯学習課【℡７２－６０５３】

きらめき子ども塾

「8歳までに体験しておきたい科学教室」

大豆ばたけde

わくわくサイエンス！
大豆ばたけde

わくわくサイエンス！
大豆ばたけde

わくわくサイエンス！

富士河口湖町生涯学習講座富士河口湖町生涯学習講座富士河口湖町生涯学習講座
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心
豊
か
に
輝
く

　
　
町
を
め
ざ
し
て
！

　
　
　
　
推
進
活
動
を
開
始

「
男
女
共
同
参
画
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
！
」

　
　
基
礎
講
座
に
参
加
し
て

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と

　
　
替
え
歌
で
出
演

「
女
性
と
仕
事
の
未
来
館
」
と

　
　�

「
国
会
」
を
見
学
し
ま
し
た

�

「
標
語･

川
柳･

俳
句
」
を
募
集

�

生
涯
学
習
の
集
い
で
入
賞
者
を
表
彰

�
10月

4月

2月

3月

12月

ぴゅあ富士フェスティバル

南都留フォーラム

一人ひとり心豊かに輝くために

ふじサンサン
男女共同参画推進委員会･２０年度活動報告

　
昨
年
４
月
、
町
長
よ
り
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

２０
名
が
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
す
べ
て
の
人
が
、
家
庭

を
は
じ
め
地
域
や
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
性

別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
性
や
能
力
が
発
揮
で
き
る
心

豊
か
な
町
に
な
る
よ
う
、「
ふ
じ
サ
ン
サ
ン
プ
ラ
ン
」
の

推
進
活
動
を
新
た
に
開
始
し
ま
し
た
。
２０
年
度
の
主

な
活
動
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
県
の
男
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー
ダ
ー
に

「
小
俣
勲
さ
ん
小
池
亦
彦
さ
ん
梶
原
経
子
さ
ん
横
田

聖
美
さ
ん
」
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
推
進
委
員
を
引
き
受
け
た
の
だ
か
ら
、「
男
女
共
同

参
画
」
に
つ
い
て
も
っ
と
知
識
を
広
め
た
い
と
思
い
参

加
し
ま
し
た
。�

　
事
例
発
表
や
講
演
を
聞
き
今
、
社
会
を
揺
る
が
す

少
子
化
問
題
や
女
性
が
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
が

で
き
る
環
境
で
な
い
こ
と
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
幅
の
あ
る
選
択
肢
が
自
由
に
得
ら
れ
る
豊

か
な
社
会
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
企
業
や
社
会
（
男
性
も
女
性
も
）
の
エ
ゴ
を
越

え
た
と
こ
ろ
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
私
は
小
さ
な
声

で
す
が
、
語
り
続
け
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

　
１２
月
７
日
、
鳴
沢
エ 
 

ポ

ッ
ク
ホ
ー
ル
で
の
「
協
働
で
拓
こ
う
共

同
参
画
～
今
こ
そ
あ
な
た
の
行
動
す
る

勇
気
を
社
会
は
求
め
て
い
る
～
」
と
の

テ
ー
マ
で
飯
窪
さ
か
え
先
生
の
講
演
を

お
聞
き
し
そ
の
颯
爽
と
し
た
語
り
と
、

凛
と
し
た
女
性
像
か
ら
た
く
さ
ん
の
事

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
私
た
ち
富
士
河
口
湖
町
の
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
は
「
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

の
す
す
め
」
を
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
（
寸
劇
と
替

え
歌
）
を
し
ま
し
た
。

会
場
一
杯
に
広
が
る
歌

声
で
盛
り
上
が
り
、
女

性
が
い
き
い
き
と
働
く

た
め
に
、
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
？
と
考
え
る

有
意
義
な
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
し
た
。

�

　
「
女
性
と
仕
事
の
未
来
館
」
は
働
く
女

性
、
働
き
た
い
女
性
が
健
康
で
そ
の
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

事
業
や
、「
働
く
」
こ
と
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
や
疑
問
な
ど
の
相
談
業
務

を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
働
く
女
性
な
ら
一
度
は
行
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
戦
後
か
ら
の
現
代
ま
で

の
女
性
達
の
め
ざ
ま

し
い
活
躍
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
時

代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
男
女
の
役
割

も
変
化
し
て
女
性
の

仕
事
に
意
欲
や
、
社
会

の
中
で
の
生
き
方
も

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

専
業
主
婦
の
時
代
か

ら
、
仕
事
を
持
ち
、
仕
事
が
生
き
が
い
の
女
性
も
多
い

時
代
、
家
族
（
夫
、
子
ど
も
）
の
協
力
は
不
可
欠
で
す
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
特
別
展
示
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
コ
ー
ナ
ー
を
見
な
が
ら
、
私
た
ち
の
「
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
」
を
活
か
し
推
進
活
動
を
さ
ら
に
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
国
会
の
食
堂
で
昼
食
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
慌
し
い
国
会
で
し
た
が
、
議
事
堂
内
を
丁
寧
に
案

内
し
て
い
た
だ
き
、
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、
日
ご
ろ
町
民
の
皆
さ
ん

方
が
ど
の
よ
う
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
か
、
募
集
を
い

た
し
ま
し
た
。
小
中
学
生
８
７
９
、一
般
３６
、の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
何
れ
の
作
品
も
家
庭
、
地
域
な
ど

に
強
く
関
心
を
抱
き
、
注
視
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘

し
、
少
し
づ
つ
理
解
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。
入
賞
作
品
は
随
時
広
報
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
度
も
募
集�

を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
皆
様
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
富
士
河
口
湖

　
１６



広
報
富
士
河
口
湖

　
１７

富
士
河
口
湖
町
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

通
信

シリーズ　この町できらり★輝いてシリーズ　この町できらり★輝いて

絵

と

私

船
津
　
竹
谷
き
み
子

女性交流センター「みずうみ」女性交流センター「みずうみ」

記念祭
～よみがえる和服･リフォーム展とファッションショー～

2周年2周年

ご近所･ご家族
で、

お気軽にお出
かけください

！ご近所･ご家族
で、

お気軽にお出
かけください

！

～アトラクション～

寸劇：「ハッピーバースデー」
羽根っこ劇団

寸劇：「ハッピーバースデー」
羽根っこ劇団

「みずうみ」のメンバーが友情出演します

★募集しています★★募集しています★

和服からのリフォーム品をお持ちの方

ファッションショーに出ていただける方

リフォーム品を展示していただける方

6月7日（日）　午後１時３０分～　勝山さくやホール
主催：女性交流センター「みずうみ」実行委員会

教育委員会・生涯学習課　( ℡72-6053）

　
さ
わ
や
か
な
緑
の
風
に
載
せ
て
、
船
津
在
住
の
女

性
画
家
、
竹
谷
君
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
つ
ね
に
新
た
な
ひ
ら
め
き
を
求
め
、
気
迫
を
に
じ

ま
せ
て
挑
戦
す
る
絵
画
生
活
は
30
年
を
超
え
、
数
々

の
受
賞
に
輝
い
て
い
る
竹
谷
さ
ん
。
昨
年
秋
に
は
、
マ

ス
タ
ー
ズ
大
東
京
展
に
お
い
て
、
見
事
、「
日
本
文
化

振
興
会
賞
」
を
受
賞
、
鋭
い
感
性
と
、
力
量
を
、
絶
賛
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

　
夫
の
転
勤
で
こ
の
地
に

居
を
移
し
た
の
は
26
年
前
、

中
三
、
中
一
、
小
三
の
子
ど

も
の
学
校
や
生
活
の
変
化

な
ど
不
安
が
一
杯
で
し
た
。

で
も
明
る
く
落
ち
付
い
て
い
る
子
供
達
と
向
き
合
う

中
で
「
私
も
何
か
に
集
中
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
絵
の
サ
ー

ク
ル
が
有
る
事
を
知
り
、
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
絵
を

描
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
主
催
の
絵
画
教
室
、
指
導
者
は
梶
原
好
雄
先
生
、

そ
こ
で
初
め
て
描
い
た
絵
が
色
紙
に
水
彩
で「
鯵
の
干

物
」で
し
た
。そ
の
と
き
、「
私
に
も
描
け
る
！
」
と
感
動

で
し
た
。

　
小
学
四
年
の
時
、
絵
が
描
け
な
く
て
も
困
っ
て
い

た
私
に
、
母
が
ち
ょ
っ
と
手
を
加
え
て
く
れ
ま
し
た
。

た
っ
た
一
度
だ
け
、
そ
れ
が
、
と
っ
て
も
嬉
し
か
っ
た

の
で
す
。
以
来
絵
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
姉
の
赤

ち
ゃ
ん
の
寝
顔
、
静
物
、
子
供
が
可
愛
が
っ
て
い
た
兎

や

ニ

ワ

ト
リ
等
、

子

供

を

遊

ば

せ

な

が

ら

ス

ケ

ッ

チ

を

し

た

り

し

て

い

ま

し
た
。
絵
の
具
は
小
学
生
の
頃
使
用
し
て
い
た
水
彩

で
し
た
。

　
絵
画
教
室
の
梶
原
先
生
は
お
仕
事
の
ご
都
合
で
二

回
目
の
ご
指
導
で
終
っ
て
し
ま
わ
れ
、
続
い
て
渡
辺

澄
先
生
が
「
画
澄
会
」
と
し
て
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
に
あ
る
方
が
「
古
い
油
絵
具
が
あ
る
け

れ
ど
使
っ
て
見
な
い
？
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
。

　
以
後
憧
れ
の
油
彩
画
が
描
け
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

澄
先
生
は
と
て
も
細
や
か
に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
お

陰
様
で
甲
府
の
白
涛
会
や
芸
術
祭
に
も
出
品
で
き
る

様
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
教
室
で
の
写
生
は
私
に
と
っ

て
な
に
よ
り
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　
十
年
程
前
、
あ
る
き
っ
か
け
で
教
室
を
止
め
る
事

に
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
一
人
で
模
索
し
な
が
ら
描
く

様
に
な
り
ま
し
た
。

　
身
近
に
あ
る
大
自
然
、
美
し
い
音
楽
、
す
べ
て
が
私

の
テ
ー
マ
で
し
た
。
目
標
は
中
央
の
展
覧
会
へ
の
出

品
誰
も
知
ら
な
い
私
の
絵
、
日
本
中
の
油
絵
仲
間
の

中
で
ど
ん
な
評
価
を
受
け
る
の
か
、
と
に
か
く
、
自
分

を
試
し
た
い
と
い
う
思
い
に
か
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
十
年
、
毎
年
続
け
て
出
品
。
そ
し
て
、
生

れ
育
っ
た
東
京
で
の
個
展
と
、
夢
中
で
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
昨
年
、
思
い
が
け
な
く
大
き
な
賞
を
お
受

け
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
仲
間
を
作
っ
て
楽
し
く
描
き
た
い
と
の
思

い
が
募
り
、
身
近
な
仲
間
に
声
を
か
け
、
富
士
吉
田
に

「
遊
彩
会
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
し
た
。
会

員
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
募
集
、
友
人
を
始
め
初
心
者
の
方

々
な
ど
何
人
か
が
集
り
、
名
称
の
ご
と
く
楽
し
い
会

が
創
立
で
き
ま
し
た
。

　
「
絵
は
人
を
現
わ
す
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
い
つ
も
明

る
く
、
楽
し
く
、
美
し
い
物
を
見
て
感
動
す
る
こ
と
、

絵
に
は
そ
う
い
う
こ
と
が
、
大
切
な
の
で
す
。
そ
ん
な

事
を
常
に
心
が
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
描
い
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

は
く

と
う

か
い

日本文化振興会「会長賞」

「面」 ２００８.５


